









































東海地方では 11 日から 12 日にかけて記録的な豪雨と





は，それまでの第 1位の値，240.1mm（1896年 9月 9日）
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Abstract
The whole report describes features of natural phenomena such as heavy rain, run-off and landslides and social aspects
like land usages and public perception concerning Tokai rainfall disaster that occurred in September, 2000.  This section,
however, gives the outline of the Tokai rainfall disaster. Because the causative factor of the Tokai rainfall disaster was a
record-breaking heavy rainfall and we had a few serious disasters by extremely heavy rainfalls every year, it is considered
that we have to establish a disaster prevention system that contains both non-structural measures and structural ones.







壊などのために 10人が亡くなり，床上浸水家屋は 2万 7
千棟を超えた．また，避難勧告の対象人数は名古屋市だ

































主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 2 －
1 9月 8日～ 9月 17日の総降水量の分布（山城，2001による）






















等の下水道も 1 時間に 50mm の雨が降っても対処できる
ようにと設計されていた．































1 平成 12年 9月 10日からの大雨等による被害状況
Table 1 Damages caused by heavy rainfalls after 10, September, 2000.




















人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟






山梨県 1 4 4 101 549 9 62
長野県 1 1 1 56 148
岐阜県 1 1 10 13 5 108 375 17
静岡県 1 1 33
愛知県 7 7 81 16 56 167 26,531 38,879 45 814
三重県 1 1 2 283 2,806 1
和歌山県 3 31 45 992 1
大阪府 12
兵庫県 16
徳島県 1 3 28 1
愛媛県
沖縄県 3 1 7 28 1
計 10 9 89 27 77 208 27,180 44,111 55 899
3
処理が東海豪雨災害でも問題となった．ほぼ全域が浸水


























して，それまで 2 年に 1 回程度発生していた，行方不明






































（原稿受理： 2001年 8月 23日）
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 4 －
2000年 9月に発生した東海地方豪雨災害の概要を記すとともに，最近の豪雨災害の発生状況，将来の見通しに
基づき，構造物による防災とソフトな対策とを組み合わせた統合的な防災の確立が必要であることを述べた．
：東海豪雨，概要，対策
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